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服
部
英
雄
教
授
ご
退
官
に
寄
せ
て

空
閑
　
龍
二

こ
の
た
び
服
部
英
雄
教
授
ご
退
官
に
際
し
記
念
誌
発
行
計
画
を
知
り
ま
し
た
。
福
岡
に
赴
任

さ
れ
て
二
十
年
を
経
過
し
ま
し
た
。
当
時
、
九
州
大
学
に
赴
任
さ
れ
た
先
生
方
は
、
無
理
強
い
に

似
て
否
応
な
く
学
内
広
報
誌
へ
、
自
己
紹
介
文
を
求
め
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
寄
稿
文
に
、
他
の
先

生
方
と
少
し
雰
囲
気
を
異
に
し
、
あ
る
種
の
オ
ー
ラ
を
発
す
る
紹
介
文
が
あ
り
ま
し
た
。
他
で
も

な
く
、
当
時
の
服
部
助
教
授
が
や
る
気
満
々
で
九
州
入
り
を
し
、
そ
の
活
気
溢
れ
た
寄
稿
文
を

俎
上
の
肴
と
し
ま
し
た
。
新
任
の
他
の
先
生
方
は
、
手
慣
れ
た
捌
き
で
編
集
部
の
要
請
に
、
顔
写

真
を
添
え
穏
や
か
な
自
己
紹
介
文
を
寄
稿
さ
れ
た
が
、
只
一
人
だ
け
自
己
紹
介
文
に
、
発
掘
現

場
の
図
柄
絵
ら
し
き
貼
紙
を
、
入
室
部
屋
の
扉
に
貼
り
付
け
た
写
真
を
、
自
己
紹
介
文
の
顔
写

真
代
わ
り
に
す
る
、
妙
に
気
に
か
か
る
新
任
教
官
の
自
己
紹
介
文
が
あ
っ
た
。

一　

ユ
ニ
ー
ク
な
自
己
紹
介
文　

十
数
名
の
新
任
者
中
、
お
一
人
だ
け
寄
稿
文
の
初
め
の
写
真
代
わ
り
に
、
何
や
ら
古
墳
の
絵

文
字
か
判
じ
も
の
風
の
絵
を
添
え
て
、
新
任
紹
介
に
し
た
見
事
な
演
出
？
、
そ
の
自
己
紹
介
文
に

興
味
が
湧
き
、
心
惹
か
れ
た
こ
と
を
思
い
出
し
た
の
で
す
。
『
こ
の
先
生
は
ど
ん
な
方
だ
ろ
う
？
』

と
気
を
惹
く
こ
と
疑
い
な
し
の
自
己
紹
介
文
だ
っ
た
。
紹
介
文
は
大
学
の
先
生
と
い
う
よ
り
、
そ

こ
ら
の
叩
き
上
げ
の
男
を
思
わ
せ
る
啖
呵
風
の
、
只
者
で
な
い
雰
囲
気
が
滲
ん
で
い
た
。
そ
の
一

節
、
「
政
治
や
法
律
が
嫌
い
で
別
の
専
門
を
選
ん
だ
、
な
の
に
長
い
役
人
生
活
に
墜
ち
た
？
。
で
も

一
方
で
余
人
が
知
ら
な
い
ド
エ
ラ
イ
体
験
を
多
く
し
、
ま
わ
り
道
に
思
え
た
が
、
我
が
本
籍
は
歴

史
学
と
見
通
し
を
据
え
た
・
・
」
と
。
見
ず
知
ら
ず
？
の
任
地
の
最
初
の
挨
拶
な
ら
相
場
は
「
ど
う

か
よ
ろ
し
く
・
・
」
が
決
ま
り
文
句
に
も
思
え
た
が
、
頭
か
ら
そ
れ
と
全
く
違
っ
て
い
た
。
一
節
を
読

ん
だ
当
時
の
気
分
を
意
訳
し
た
。
「
自
分
の
好
き
な
道
を
望
ん
だ
筈
が
、
ど
う
間
違
っ
た
の
か
！
。

望
み
も
し
な
い
世
界
で
、
飛
ん
で
も
な
い
体
験
ば
か
り
だ
っ
た
。
ド
エ
ラ
イ
体
験
が
そ
れ
だ
。
で

も
そ
の
お
陰
で
余
人
が
知
ら
な
い
裏
道
を
覗
き
見
た
が
、
や
っ
ぱ
り
俺
の
本
籍
で
は
な
い
と
気

が
滅
入
っ
た
。
こ
こ
に
来
て
自
分
が
求
め
る
本
籍
の
道
が
見
え
た
。
だ
か
ら
こ
れ
か
ら
が
俺
の

本
気
の
戦
場
だ
！
大
学
も
何
か
と
う
る
さ
い
役
人
さ
ん
相
手
の
難
所
だ
が
、
ど
っ
こ
い
役
人
生

活
は
多
少
知
っ
た
か
ら
、
硬
軟
織
り
交
ぜ
た
役
人
と
の
付
き
合
い
方
は
、
多
少
は
心
得
が
で
き

た
。
九
州
で
は
た
だ
本
籍
に
向
け
て
、
余
計
な
衝
突
は
せ
ず
ゆ
っ
く
り
、
じ
っ
く
り
マ
イ
ペ
ー
ス
を

守
れ
そ
う
だ
！
。
こ
れ
か
ら
が
本
籍
・
本
道
に
復
帰
だ
─
─ 

！
」
と
、
蛮
声
に
近
い
響
き
が
行
間

に
溢
れ
、
気
迫
を
実
感
し
た
。
何
よ
り
新
任
地
が
己
の
将
来
を
大
き
く
拓
く
道
と
信
じ
、
剛
毅
に

「
歴
史
が
本
籍
」
と
公
言
す
る
、
ま
だ
顔
も
姿
も
見
ぬ
人
に
大
き
な
好
奇
心
が
湧
い
た
。

ド
エ
ラ
イ
体
験
に
ま
み
れ
て
も
な
お
、
己
の
道
を
見
失
わ
ぬ
男
に
熱
い
心
を
感
じ
た
。
な
に
や
ら

腰
の
据
わ
っ
た
人
を
思
わ
せ
、
ま
だ
見
ぬ
正
直
な
言
質
の
研
究
者
に
、
心
が
吸
い
寄
せ
ら
れ
た
。
そ

れ
を
読
ん
だ
年
寄
り

3

3

3

は
、
期
せ
ず
し
て
共
感
し
た
。
そ
し
て
二
十
年
経
っ
た
今
も
、
他
の
新
任
者

と
は
別
格
の
気
配
を
、
い
ま
だ
衰
え
さ
せ
る
風
も
な
く
持
続
し
、
な
お
本
籍
へ
の
道
を
真
っ
直
ぐ
歩

き
続
け
る
気
迫
を
感
じ
さ
せ
ら
れ
て
い
る
。
文
中
の
「
ド
エ
ラ
イ
体
験
」
の
一
節
は
、
若
き
日
の
筆

者
を
回
顧
さ
せ
、
わ
が
身
の
体
験
を
回
想
さ
せ
る
心
惹
く
一
節
だ
っ
た
。
筆
者
の
無
頼
話
を
お
許

し
戴
く
。
五
十
数
年
前
わ
け
あ
っ
て
北
九
州
黒
崎
で
、
底
辺
社
会
の
醜
い
大
人
の
世
界
を
、
否
と

い
う
ほ
ど
思
い
知
ら
さ
れ
た
生
活
体
験
を
し
た
。
年
寄
り
の
「
ド
エ
ラ
イ
体
験
」
の
青
年
前
期
だ
っ

た
。
町
中
は
今
の
中
国
風
煤
煙
の
日
々
、
火
野
葦
平
描
く
糞
尿
譚
物
語
そ
っ
く
り
の
路
地
裏
、
一
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週
間
で
顔
は
脂
ぎ
っ
た
。
当
時
、
大
病
院
建
設
現
場
に
、
日
銭
を
稼
ぐ
肉
体
労
働
者
の
大
き
な
飯

場
（
宿
舎
）
が
あ
り
、
そ
こ
で
職
住
ど
ん
底
の
『
飯
場
生
活
』
が
私
の
ド
エ
ラ
イ
体
験
だ
っ
た
。
生
き
る

こ
と
に
飢
え
た
異
様
な
男
た
ち
と
の
共
同
生
活
体
験
は
、
「
ま
わ
り
道
に
思
え
た
が
、
わ
が
本
籍

は
・
・
・
」
に
続
く
、
私
の
「
こ
れ
で
は
イ
カ
ン
・
・
」
と
方
向
転
換
を
決
意
さ
せ
、
発
奮
し
、
し
が
な
い
役

人
に
転
身
で
き
た
契
機
だ
っ
た
。
面
白
く
も
な
い
話
だ
が
、
当
時
の
服
部
助
教
授
の
ド
エ
ラ
イ
体
験

談
が
、
私
の
ド
エ
ラ
イ
体
験
を
回
顧
さ
せ
て
く
れ
た
。
服
部
先
生
の
活
気
が
伝
わ
る
文
脈
、
私
に

と
り
懐
旧
の
一
節
文
で
あ
り
、
余
韻
は
今
も
残
る
。
「
ま
わ
り
道
に
思
え
た
が
・
・
」
の
一
節
は
、
新

任
地
に
燃
え
る
先
生
の
意
気
込
み
を
語
っ
て
い
た
。
当
時
は
ま
だ
面
識
も
無
い
ま
ま
、
そ
ん
な
先

生
に
何
か
を
教
わ
り
た
い
と
も
思
っ
た
。
待
て
ば
海
路
の
何
と
か
と
い
う
が
、
近
年
に
至
り
、
ひ
ょ

ん
な
こ
と
か
ら
厚
か
ま
し
い
お
願
い
を
し
、
貴
重
な
ご
指
導
の
縁
を
戴
く
こ
と
が
で
き
た
。
私
事

定
年
退
職
後
の
『
歴
史
遊
び
』
に
我
を
忘
れ
て
没
頭
で
き
る
日
々
を
得
た
。
「
門
前
の
小
僧
、
習
わ

ぬ
経
を
読
み
」
を
地
で
ゆ
く
日
々
が
今
も
手
元
に
あ
る
。
い
ま
、
先
生
の
下
で
日
頃
学
ぶ
学
生
さ

ん
は
、
先
生
の
お
人
柄
ゆ
え
の
常
に
柔
ら
か
な
物
腰
の
中
で
、
必
ず
大
き
な
宿
題
を
背
負
わ
さ
れ
、

豊
か
な
学
び
の
日
々
と
数
多
く
の
試
練
を
享
受
で
き
る
。
先
生
も
ま
た
二
十
年
経
っ
た
今
か
ら
、

本
籍
へ
の
次
な
る
一
本
道
を
始
め
ら
れ
る
こ
と
と
信
じ
ま
す
。
末
尾
な
が
ら
私
事
、
深
く
感
謝
を

申
し
上
げ
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

二　

赴
任
当
時
の
大
学
事
情
か
ら

服
部
先
生
が
着
任
さ
れ
た
当
時
の
大
学
事
情
を
資
料
と
し
て
振
り
返
り
ま
し
た
。
当
時
、
私

は
六
十
歳
定
年
ま
で
僅
か
に
年
数
を
残
す
頃
、
仕
事
柄
で
大
学
の
動
き
は
大
方
が
耳
に
届
く
立

場
で
し
た
。
当
時
の
話
題
に
は
、
そ
れ
本
当
？
そ
ん
な
馬
鹿
な
こ
と
が
！
と
、
問
い
直
し
そ
う
な

こ
と
が
頻
繁
に
あ
り
ま
し
た
。
事
毎
に
は
多
少
の
ベ
ー
ル
を
被
せ
、
オ
ブ
ラ
ー
ト
包
み
す
る
必
要
も

感
じ
ま
す
が
、
い
ず
れ
に
し
ろ
当
時
の
学
内
模
様
を
経
過
時
間
軸
に
そ
っ
て
思
い
出
し
て
み
ま
し

た
。

①
平
成
六
年
（
一
九
九
四)

四
月
一
日
が
先
生
の
形
式
上
の
九
州
大
学
着
任
で
し
た
。
だ
が
こ

の
着
任
の
元
に
な
る
正
式
辞
令
交
付
は
、
三
ケ
月
後
で
し
た
。
そ
の
理
由
は
終
わ
り
で
説
明
し
ま

す
。
赴
任
か
ら
退
官
ま
で
の
二
十
年
間
の
う
ち
、
着
任
直
前
の
九
州
大
学
六
本
松
教
養
部
の
喧

騒
話
題
、
特
に
新
制
度
発
足
後
の
大
学
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー
の
話
か
ら
回
想
を
始
め
ま
す
。

②
九
州
大
学
教
養
部
は
過
激
な
変
革
を
迫
ら
れ
、
戦
後
、
脈
々
と
続
い
た
教
養
部
教
育
の
全

面
的
お
色
直
し
が
第
一
、
さ
ら
に
学
際
的
大
学
院
専
攻
科
を
並
立
す
る
第
二
の
衣
装
変
え
、
こ

の
二
つ
の
組
織
発
足
が
同
時
進
行
で
、
キ
ャ
ン
パ
ス
に
二
本
立
て
の
教
育
・
研
究
組
織
が
実
現
し
ま

し
た
。

③
先
ず
平
成
六
年
（
一
九
九
四
）
三
月
三
一
日
を
以
っ
て
教
養
部
の
廃
止
が
先
行
し
ま
し
た
。

九
州
大
学
教
養
部
が
廃
止
さ
れ
た
そ
の
日
、
福
岡
版
新
聞
紙
上
は
賑
や
か
な
大
見
出
し
で
、
教

養
部
廃
止
セ
レ
モ
ニ
ー
報
道
が
満
載
で
し
た
。
新
入
学
生
の
初
期
教
育
を
担
っ
て
き
た
教
養
部
は
、

全
国
的
な
教
育
変
革
の
一
端
に
な
り
ま
し
た
。
戦
後
教
育
で
、
学
生
の
初
期
教
育
に
献
身
さ
れ

た
教
官
層
、
由
縁
の
来
賓
の
方
々
は
、
お
別
れ
セ
レ
モ
ニ
ー
会
場
と
し
た
旧
教
室
で
、
昔
日
を
懐
か

し
く
淋
し
く
回
顧
す
る
一
日
に
な
り
ま
し
た
。

④
教
養
部
廃
止
の
翌
日
、
平
成
六
年
（
一
九
九
四
）
四
月
一
日
は
、
旧
教
養
部
内
に
新
組
織
・

大
学
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー
が
発
足
す
る
日
と
な
り
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
奇
妙
な
現
実
、
教
養
部

廃
止
は
旧
年
度
の
話
で
さ
っ
さ
と
実
施
さ
れ
な
が
ら
、
翌
日
の
新
年
度
発
足
四
月
一
日
の
組
織

正
式
変
更
は
、
官
報
に
掲
載
さ
れ
る
ま
で
の
三
ケ
月
余
り
は
、
法
律
上
で
の
正
式
発
足
で
な
く
、

ず
っ
と
後
の
平
成
六
年
六
月
二
四
日
と
な
り
ま
し
た
。
大
学
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー
と
、
大
学
院
専

攻
科
の
法
律
上
の
始
動
は
、
四
月
一
日
で
は
な
く
三
ケ
月
弱
遅
れ
の
六
月
二
四
日
が
ス
タ
ー
ト
で

し
た
。
そ
の
理
由
は
あ
と
で
詳
述
し
ま
す
が
、
服
部
先
生
ほ
か
の
新
任
教
官
の
正
式
辞
令
発
令
も

六
月
二
四
日
で
し
た
。
勿
論
、
法
律
と
は
勝
手
な
も
の
で
六
月
二
四
日
付
を
以
っ
て
、
四
月
一
日

に
遡
及
す
る
辞
令
交
付
で
、
す
べ
て
形
式
上
は
解
決
さ
れ
ま
し
た
。
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三　

六
本
松
地
区
の
変
容

戦
後
長
い
間
実
施
の
教
養
部
教
育
は
、
新
組
織
・
大
学
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー
に
移
り
、
教
育
シ

ス
テ
ム
も
変
わ
り
、
専
門
学
部
所
属
の
教
官
も
大
学
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー
に
参
画
す
る
新
し
い
教

育
シ
ス
テ
ム
に
な
り
ま
し
た
。
学
部
専
門
教
育
が
本
務
の
教
官
も
四
月
一
日
を
境
に
、
新
入
学
生

の
初
期
教
育
に
参
画
し
、
当
然
な
が
ら
い
ず
れ
の
教
官
も
複
数
の
キ
ャ
ン
パ
ス
間
を
移
動
し
、
授
業

を
始
め
ま
し
た
。
当
時
の
箱
崎
・
病
院
・
六
本
松
各
地
区
キ
ャ
ン
パ
ス
間
を
、
教
官
自
身
が
常
に
移

動
す
る
新
た
な
現
実
が
生
じ
ま
し
た
。

①
一
方
で
学
生
も
、
授
業
科
目
を
求
め
複
数
の
キ
ャ
ン
パ
ス
間
移
動
が
当
然
に
な
り
、
教
官
・
学

生
共
に
キ
ャ
ン
パ
ス
間
移
動
が
激
増
し
、
こ
の
変
則
的
な
教
官
・
学
生
の
移
動
に
陰
の
声
で
、
丁
度

マ
ー
ジ
ャ
ン
パ
イ
の
手
混
ぜ
風
に
例
え
て
「
ガ
チ
ャ
混
ぜ
制
度
」
と
揶
揄
の
声
も
聞
こ
え
た
。
教
官
が

本
務
キ
ャ
ン
パ
ス
か
ら
他
キ
ャ
ン
パ
ス
へ
移
動
す
る
交
通
実
費
は
バ
ス
回
数
券
が
支
給
さ
れ
ま
し
た
。

教
官
所
属
地
か
ら
他
地
区
へ
の
移
動
を
、
あ
る
種
の
出
張
旅
費
扱
い
が
考
慮
さ
れ
、
そ
の
つ
ど
回

数
券
旅
費
支
給
で
し
た
。
一
方
の
学
生
は
各
人
バ
ス
代
実
費
負
担
で
す
。
学
生
は
多
額
の
授
業
料

を
前
払
い
し
授
業
を
受
け
る
権
利
が
あ
る
中
で
、
大
学
都
合
で
時
間
毎
に
修
学
場
所
へ
実
費
負
担

を
強
要
さ
れ
る
の
は
如
何
か
？
と
い
う
、
雑
多
な
声
な
き
声
も
生
じ
ま
し
た
。

②
学
生
父
兄
の
反
応
に
直
面
し
、
大
学
の
苦
心
策
が
生
ま
れ
ま
す
。
六
本
松
構
内
始
発
の
学

生
専
用
私
鉄
バ
ス
運
行
で
し
た
。
構
内
の
バ
ス
発
着
導
入
で
、
学
生
は
各
キ
ャ
ン
パ
ス
始
業
時
間
に

間
に
合
う
利
便
な
運
行
が
実
現
さ
れ
、
復
路
便
も
導
入
さ
れ
ま
し
た
。
乗
車
賃
は
学
生
実
費
負

担
の
ま
ま
で
し
た
。

③
学
生
専
用
バ
ス
は
私
鉄
バ
ス
が
箱
崎
・
病
院
地
区
へ
の
二
系
統
間
の
臨
時
バ
ス
運
行
で
し
た
。

学
生
は
始
業
前
に
他
キ
ャ
ン
パ
ス
に
正
確
に
到
着
で
き
る
た
め
、
発
足
当
初
の
乗
車
率
は
高
く
順

風
満
帆
、
私
鉄
も
え
び
す
顔
で
し
た
。
時
折
、
六
本
松
構
内
で
母
親
風
の
年
配
女
性
が
学
生
に
紛

れ
込
み
、
途
中
で
「
天
神
で
降
り
ま
す
」
と
悲
鳴
を
上
げ
る
一
般
乗
客
の
ハ
プ
ニ
ン
グ
も
あ
り
ま
し

た
。
運
転
手
が
困
り
果
て
、
学
生
爆
笑
の
話
で
し
た
。
新
入
生
の
土
地
勘
が
育
つ
夏
前
に
は
利
用

率
は
急
速
に
落
ち
、
当
初
や
る
気
満
々
の
私
鉄
バ
ス
も
、
乗
車
率
の
低
下
は
費
用
対
効
果
上
、
営

業
リ
ス
ク
と
な
り
、
や
が
て
運
行
は
中
止
で
す
。

④
実
は
臨
時
バ
ス
運
行
は
意
外
な
展
開
を
招
き
ま
す
。
六
本
松
構
内
発
着
バ
ス
実
績
が
、
他
キ

ャ
ン
パ
ス
へ
導
入
の
契
機
に
な
っ
た
の
で
す
。
数
年
後
、
病
院
内
バ
ス
発
着
の
検
討
が
始
ま
り
、
他
大

学
病
院
の
運
行
実
施
を
参
考
に
し
て
、
九
大
病
院
来
院
患
者
用
に
、
病
院
内
か
ら
路
線
バ
ス
の

運
行
が
実
現
し
ま
し
た
。
瓢
箪
か
ら
駒
の
話
で
す
が
、
バ
ス
会
社
折
衝
担
当
者
が
本
学
卒
業
生
で
、

六
本
松
バ
ス
運
行
が
契
機
に
な
り
、
市
民
向
け
バ
ス
路
線
が
実
現
し
ま
し
た
。

四　

比
較
社
会
文
化
研
究
科
の
創
設　

①
六
本
松
キ
ャ
ン
パ
ス
の
二
つ
目
の
変
容
は
新
設
研
究
科
・
比
較
社
会
文
化
研
究
科
の
設
置
で

す
。
研
究
科
最
大
の
懸
案
は
教
官
ス
タ
ッ
フ
充
実
で
あ
り
、
比
較
社
会
文
化
研
究
科
が
目
指
す
教

育
・
研
究
目
標
な
ど
は
、
早
い
時
期
か
ら
教
養
部
改
組
と
セ
ッ
ト
で
全
学
検
討
が
進
め
ら
れ
、
学

際
教
育
・
研
究
に
不
可
欠
な
専
攻
設
定
や
教
育
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
は
、
全
学
的
な
検
討
の
課
題
で
、

教
官
候
補
者
の
選
択
検
討
も
全
国
に
適
材
者
を
求
め
る
な
ど
、
難
題
続
き
で
し
た
。
こ
れ
ら
は

教
養
部
改
組
検
討
と
並
行
し
早
く
か
ら
、
全
学
会
議
で
取
り
組
ま
れ
多
様
な
議
論
が
交
わ
さ
れ
、

発
足
は
五
里
霧
中
の
思
い
、
責
任
を
担
う
教
官
層
苦
汁
の
日
々
で
し
た
。

②
新
研
究
科
創
設
検
討
は
、
六
本
松
地
区
教
官
に
よ
る
、
日
に
夜
を
継
ぐ
奮
闘
で
継
続
さ
れ
、

勿
論
、
奮
闘
教
官
を
支
え
続
け
る
人
々
の
姿
も
当
然
で
し
た
。
今
で
は
携
帯
電
話
が
便
利
で
す

が
、
当
時
は
ポ
ケ
ッ
ト
ベ
ル
が
一
抹
の
救
い
、
緊
急
に
ポ
ケ
・
ベ
ル
で
『
用
件
あ
り
の
ベ
ル
』
を
鳴
ら
せ
ど
、

先
方
が
ベ
ル
に
気
づ
か
ね
ば
何
の
役
に
も
立
た
な
い
常
で
し
た
。
ま
た
文
部
省
（
現
文
部
科
学
省
）

と
の
Ｆ
Ａ
Ｘ
の
情
報
交
換
も
、
大
学
会
議
の
結
果
を
発
信
し
て
も
返
事
は
来
な
い
！
、
文
部
省
担

当
官
は
当
時
の
国
会
が
紛
糾
中
で
議
場
内
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
は
伝
わ
ら
ず
国
会
終
了
後
に
帰
庁
し
Ｆ
Ａ
Ｘ

を
読
み
、
関
係
者
間
で
検
討
後
の
返
信
は
、
い
つ
も
深
夜
近
く
で
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
往
来
も
不
自
由
で
し
た
。

③
新
研
究
科
発
足
で
、
す
べ
て
の
教
官
を
学
内
横
滑
り
配
置
な
ど
、
専
門
性
や
斬
新
さ
の
点
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不
適
当
と
文
部
省
の
厳
し
い
指
摘
も
あ
り
、
一
方
で
す
べ
て
学
外
者
招
聘
も
夢
の
ま
た
夢
、
無
理

難
題
で
し
た
。
当
時
の
新
研
究
科
検
討
委
が
抱
え
た
最
大
の
難
題
で
し
た
。
新
研
究
科
が
め
ざ
す

専
門
性
に
視
点
を
置
き
、
よ
り
適
性
の
学
内
教
官
を
慎
重
に
登
用
し
つ
つ
、
外
部
登
用
の
人
事
構

想
が
進
め
ら
れ
ま
し
た
。

五　

結
び
と
ま
と
め

①
さ
て
当
時
の
六
本
松
情
報
誌
（
平
成
六
年
（
一
九
九
四
）
十
月
五
日
付
、
全
学
共
通
教
育

広
報
№
２
）
を
読
み
返
す
と
、
発
足
後
の
比
較
社
会
文
化
研
究
科
の
日
本
社
会
文
化
専
攻
に
は
、

十
四
名
の
教
官
名
が
あ
り
ま
す
。
又
、
言
語
文
化
部
は
語
学
部
門
と
し
て
旧
教
養
部
ス
タ
ッ
フ
が

横
滑
り
体
制
が
可
能
で
、
他
大
学
か
ら
四
名
、
学
内
か
ら
昇
任
者
三
名
ほ
か
、
新
採
用
者
三
名

の
顔
ぶ
れ
で
し
た
。
服
部
英
雄
先
生
は
、
日
本
社
会
文
化
専
攻
の
助
教
授
と
し
て
、
文
化
庁
か
ら

転
身
さ
れ
た
新
進
の
若
き
研
究
者
で
し
た
。

②
先
生
の
自
己
紹
介
文
を
昔
に
振
り
返
っ
て
読
む
ま
で
も
な
く
、
本
籍
を
歴
史
に
お
く
先
生
の

歴
史
学
の
主
張
は
、
そ
の
後
も
何
の
衒て

ら

い
も
な
く
実
践
さ
れ
、
そ
の
歴
史
勉
強
の
流
儀
は
多
く
の

学
生
に
浸
透
し
た
は
ず
で
す
。

私
自
身
も
あ
る
種
の
心
的
感
化
を
受
け
、
定
年
を
前
に
「
若
い
頃
に
読
ん
だ
柳
田
國
男
の
歴
史

へ
の
常
套
手
段
」
を
思
い
起
こ
し
、
「
退
職
後
の
毎
日
が
日
曜
と
な
る
日
々
は
、
あ
ち
こ
ち
巡
る
こ

と
」
に
目
標
を
置
き
、
十
数
年
後
一
つ
の
実
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

「
止
ま
ら
ず
に
歩
き
、
現
地
で
見
聞
し
、
必
要
な
書
を
読
む
」
こ
と
が
、
私
自
身
の
、
十
数
年
来

の
生
活
で
し
た
。

③
最
後
に
、
「
二　

赴
任
当
時
の
大
学
事
情
か
ら
」
の
④
に
つ
い
て
話
題
の
補
足
を
し
ま
す
。
妙

な
大
学
人
事
発
令
に
つ
い
て
の
話
で
す
。
二
十
年
前
当
時
、
服
部
助
教
授
が
赴
任
さ
れ
た
平
成
六

年(

一
九
九
四)

の
正
式
辞
令
交
付
年
月
日
は
、
平
成
六
年
六
月
二
四
日
で
し
た
。
ご
本
人
は
お

忘
れ
で
し
ょ
う
が
、
四
月
に
着
任
し
、
正
式
な
国
の
辞
令
な
し
で
福
岡
生
活
を
始
め
ら
れ
た
の
で

す
。
前
に
も
述
べ
ま
し
た
が
、
実
は
当
時
の
国
会
は
、
年
末
に
向
け
、
み
っ
と
も
な
い
国
会
会
期
中

で
、
政
治
不
在
の
連
続
で
し
た
。
本
来
は
国
の
予
算
は
年
度
末
前
に
成
立
す
べ
き
が
、
新
年
度
、
平

成
六
年
度
政
府
予
算
は
未
だ
成
立
せ
ず
、
さ
ら
に
新
年
度
に
入
っ
て
も
成
立
し
な
か
っ
た
。
政
界

与
・
野
党
の
国
民
無
視
の
不
始
末
の
極
み
で
、
国
会
予
算
通
過
は
、
平
成
六
年
六
月
二
四
日
で
し

た
。
国
中
の
す
べ
て
が
見
込
み
商
い
で
動
き
、
六
月
二
四
日
を
以
っ
て
九
州
大
学
の
新
機
構
発
足
、

大
学
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー
と
比
較
社
会
文
化
研
究
科
の
辞
令
交
付
と
な
っ
た
の
で
す
。
平
成
六

年
度
の
政
府
予
算
が
大
学
に
通
達
さ
れ
な
い
以
上
、
大
学
内
の
す
べ
て
の
四
月
一
日
付
け
の
正
式

人
事
異
動
発
令
は
な
く
、
旧
所
属
の
ま
ま
、
あ
る
い
は
最
寄
の
部
局
の
預
か
り
仮
辞
令
が
乱
発
さ

れ
ま
し
た
。
当
時
の
六
本
松
職
員
の
仮
の
所
属
は
、
本
部
事
務
局
預
か
り
や
直
近
部
局
の
辞
令
で

し
た
。
教
官
所
属
も
似
た
よ
う
な
形
式
で
し
た
。
す
べ
て
の
部
局
の
仮
住
い
人
事
異
動
が
ま
か
り

通
っ
た
の
で
す
。
そ
れ
は
九
州
大
学
だ
け
で
な
く
全
国
す
べ
て
の
国
家
機
関
の
新
年
度
人
事
異
動

日
が
、
六
月
二
四
日
の
社
会
現
象
と
な
っ
た
日
で
も
あ
り
ま
し
た
。
生
活
の
糧
と
な
る
給
与
な
ど

は
、
概
算
見
込
み
で
支
払
わ
れ
た
た
め
、
現
実
的
な
飢
え
は
生
じ
な
か
っ
た
も
の
の
、
近
年
、
米
国

で
も
似
た
ニ
ュ
ー
ス
が
あ
っ
た
こ
と
を
思
い
出
し
て
い
ま
す
。
思
え
ば
ぶ
ざ
ま
な
話
、
当
時
の
回
顧
は

な
お
尽
き
な
い
思
い
が
あ
り
ま
す
。

当
時
の
政
界
を
ふ
り
返
る
と
、
平
成
五
年
（
一
九
九
三
）
八
月
初
め
に
細
川
首
相
が
誕
生
す
る

が
、
翌
年
四
月
二
九
日
に
羽
田
首
相
に
代
わ
り
、
二
ケ
月
後
の
六
月
三
十
日
に
村
山
富
市
首
相

が
誕
生
し
た
。
そ
ん
な
混
乱
時
代
の
中
の
大
学
で
し
た
。

④
二
十
年
前
の
回
想
と
し
て
書
き
連
ね
ま
し
た
が
、
そ
の
結
果
が
ど
う
で
あ
っ
た
か
は
今
後
の

評
価
に
な
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
当
時
、
服
部
先
生
と
同
じ
よ
う
に
、
外
部
か
ら
九
州
大
学
に
着
任

さ
れ
た
先
生
方
の
中
に
は
、｢

新
た
な
研
究
テ
ー
マ｣

を
ど
う
見
出
そ
う
か
と
、
苦
悩
気
味
に
自
己

紹
介
文
に
書
か
れ
た
先
生
も
あ
り
、
ま
さ
に
新
た
な
ス
タ
ー
ト
の
困
難
を
実
感
さ
せ
る
年
で
し
た
。

そ
し
て
六
本
松
地
区
キ
ャ
ン
パ
ス
は
や
が
て
消
え
、
元
岡
へ
移
転
し
、
跡
地
は
市
街
化
さ
れ
て
面
影

は
次
第
に
消
え
か
け
て
い
ま
す
。
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（
元
九
州
大
学
比
較
社
会
文
化
研
究
科
等
事
務
部 

事
務
官
）

《
「
一　

ユ
ニ
ー
ク
な
自
己
紹
介
文
」
に
つ
い
て
の
補
記
》

冒
頭
書
出
し
文
で
、
紹
介
写
真
代
わ
り
の
判
じ
画
の
話
を
書
い
た
。
原
稿
を
一
読
し
た
先
生
は

途
端
に
笑
い
出
し
た
。
赴
任
当
時
、
幼
な
い
子
息
が
「
お
父
さ
ん
の
顔
」
を
描
い
た
絵
だ
っ
た
と
い

う
。
確
か
に
、
上
が
髪
の
毛
で
、
下
の
二
つ
の
四
角
が
め
が
ね
風
、
教
え
ら
れ
て
人
物
画
と
合
点
し

た
。
幼
児
の
絵
の
特
徴
で
二
〇
年
前
の
現
実
だ
っ
た
。
で
も
顔
写
真
代
わ
り
に
子
息
の
絵
を
堂
々

と
掲
載
で
き
る
胆
力
は
、
や
は
り
只
者
で
な
い
新
任
者
だ
と
今
に
思
う
。
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